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第 47 回 祭祭ロケットロケット

　　

８
月
８
月
1111
日
（
月
）、
南
種
子
町
ロ
ケ
ッ
ト
祭
が
開
催
さ
れ
、

日
（
月
）、
南
種
子
町
ロ
ケ
ッ
ト
祭
が
開
催
さ
れ
、

今
年
は
過
去
最
高
と
な
る
約
１
万
７
２
０
０
人
の
皆
さ
ま
に

今
年
は
過
去
最
高
と
な
る
約
１
万
７
２
０
０
人
の
皆
さ
ま
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夏
の
炎
天
下
の
中
、
南
種
子
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に

　

夏
の
炎
天
下
の
中
、
南
種
子
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に

続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
の
神
輿
行
列
な
ど

続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
の
神
輿
行
列
な
ど

が
練
り
歩
く
市
街
パ
レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
。「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

が
練
り
歩
く
市
街
パ
レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
。「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
色
と
り
ど
り
の
神
輿
を
元
気
よ
く
担

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
色
と
り
ど
り
の
神
輿
を
元
気
よ
く
担

ぐ
姿
に
、
沿
道
か
ら
も
多
く
の
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

ぐ
姿
に
、
沿
道
か
ら
も
多
く
の
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

市
街
パ
レ
ー
ド
、
道
中
踊
り
が
行
わ
れ
た
後
、
夕
方
か
ら
は

市
街
パ
レ
ー
ド
、
道
中
踊
り
が
行
わ
れ
た
後
、
夕
方
か
ら
は

会
場
を
前
之
峯
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し
、
ス
テ
ー
ジ
の
部
が
行

会
場
を
前
之
峯
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し
、
ス
テ
ー
ジ
の
部
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
た
の
は
、
本
町

　

今
回
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
た
の
は
、
本
町

ト
ン
ミ
ー
大
使
の
天
童
よ
し
み
さ
ん
。
天
童
さ
ん
が
ス
テ
ー

ト
ン
ミ
ー
大
使
の
天
童
よ
し
み
さ
ん
。
天
童
さ
ん
が
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
す
る
と
会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
！
天
童
さ
ん

ジ
に
登
場
す
る
と
会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
！
天
童
さ
ん

の
軽
快
な
ト
ー
ク
と
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
、
会
場
か
ら
は
大

の
軽
快
な
ト
ー
ク
と
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
と
声
援
が
上
が
り
ま
し
た
。

き
な
拍
手
と
声
援
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
祭
り
の
締
め
く
く
り
は
恒
例
の
花
火
大
会
。「
Ｓ

　

そ
し
て
、
祭
り
の
締
め
く
く
り
は
恒
例
の
花
火
大
会
。「
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ  

Ｔ
О
Ｗ
Ｎ

Ｔ
О
Ｗ
Ｎ  

南
種
子
」
宣
言
記
念
と
し
て
、
今
年
も

南
種
子
」
宣
言
記
念
と
し
て
、
今
年
も

県
内
最
大
級
の
１
万
５
０
０
０
発
の
大
花
火
を
夏
の
夜
空
に

県
内
最
大
級
の
１
万
５
０
０
０
発
の
大
花
火
を
夏
の
夜
空
に

打
ち
上
げ
ま
し
た
。
会
場
間
近
か
ら
打
ち
上
が
る
迫
力
満
点

打
ち
上
げ
ま
し
た
。
会
場
間
近
か
ら
打
ち
上
が
る
迫
力
満
点

の
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声

の
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
盛

　

町
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
盛

況
の
内
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

況
の
内
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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議 会
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行
政
報
告

公
立
種
子
島
病
院
の
運
営
等
に
つ
い
て

　

公
立
種
子
島
病
院
の
運
営
状
況
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
第
２

回
南
種
子
町
議
会
定
例
会
の
行
政
報

告
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

含
め
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
医
療
法
人
徳
洲
会
を
指
定

管
理
者
と
し
、
令
和
７
年
10
月
１
日

か
ら
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
指

定
管
理
の
開
始
に
む
け
て
、
両
者
間

で
管
理
内
容
や
条
件
な
ど
に
つ
い
て

詳
細
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
、

併
せ
て
、
野
田
院
長
が
８
月
１
日
を

も
っ
て
退
職
さ
れ
る
旨
の
ご
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

野
田
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

日
が
当
院
で
の
勤
務
最
終
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

先
程
行
わ
れ
た
病
院
の
全
体
朝
礼

に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
感
謝
を
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

野
田
院
長
の
退
職
に
伴
い
、
当
院

所
属
の
医
師
が
１
名
と
な
り
、
病
院

の
運
営
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
６
月
10

日
に
開
催
さ
れ
た
、
令
和
７
年
第
１

回
公
立
種
子
島
病
院
組
合
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
医
療
法
人
徳
洲
会
を

指
定
管
理
者
と
す
る
こ
と
を
正
式
に

決
定
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
早
速
、

こ
の
状
況
を
徳
洲
会
の
本
部
長
や
事

務
局
長
に
も
お
話
し
を
し
、
医
師
を

何
と
か
早
く
派
遣
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
と
お
願
い
申
し
上
げ
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

本
日
よ
り
院
長
を
前
倒
し
で
派
遣
し

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

派
遣
い
た
だ
い
た
医
師
は
、
藤
田 

安
彦
（
ふ
じ
た 

や
す
ひ
こ
）
院
長
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
喜
界
徳

洲
会
病
院
や
徳
之
島
徳
洲
会
病
院
の

院
長
を
歴
任
さ
れ
、
昨
日
ま
で
鹿
児

島
徳
洲
会
病
院
の
総
長
を
務
め
ら
れ

て
い
た
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

藤
田
院
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

10
月
以
降
も
当
院
で
院
長
と
し
て
ご

勤
務
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

大
変
有
難
く
、
ま
た
、
期
待
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
南
種

子
町
広
報
紙
８
月
号
に
も
野
田
先
生

と
藤
田
先
生
の
あ
い
さ
つ
文
も
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
の
各

医
局
よ
り
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
、
診
療
科
に
つ
い
て
で
す
が
、
当

院
で
は
現
在
、
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・

小
児
外
科
・
整
形
外
科
・
消
化
器
内

科
よ
り
定
期
非
常
勤
の
医
師
を
派
遣

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
医
師
派
遣
に
対
す
る

お
礼
と
今
後
は
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
し
て
徳
洲
会
に
運
営
を
任
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
公
立

種
子
島
病
院
で
あ
る
旨
を
説
明
し
、

引
き
続
き
派
遣
の
お
願
い
を
申
し
上

げ
る
た
め
、
先
週
７
月
22
日
に
鹿
児

島
大
学
医
学
部
関
係
医
局
を
訪
問
し
、

日
程
的
な
問
題
で
調
整
が
つ
か
な

か
っ
た
整
形
外
科
以
外
の
医
局
の
教

授
等
と
面
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、
消
化
器
内
科
の
医
局

長
か
ら
は
、
医
局
員
の
減
少
に
伴
い
、

医
局
側
の
都
合
に
よ
り
８
月
末
日
を

も
っ
て
派
遣
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
診
療
科
に
つ
い
て
は
、

小
児
外
科
の
教
授
と
耳
鼻
咽
喉
科
の

准
教
授
よ
り
継
続
し
て
医
師
を
派
遣

す
る
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
眼
科
の
７
月
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
教
授
か
ら
も
、
前
向
き
に
検

討
す
る
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
指
定
管
理
者
制
度
に
向

け
た
現
在
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
７

月
９
日
か
ら
両
者
間
の
協
議
が
始

ま
っ
て
お
り
、
徳
洲
会
側
か
ら
各
担

当
部
署
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
来
院
し

て
、
調
査
や
協
議
を
随
時
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
７
年
第
４
回
　
町
議
会
臨
時
会

　
令
和
７
年
第
４
回
町
議
会
臨
時
会
が
８
月
１
日
（
金
）
に
開
か
れ
、
行
政
報
告
お
よ

び
事
件
案
件
の
議
案
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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そ
の
中
で
、
救
急
外
来
の
再
開
及

び
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
制
限
の
解

除
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
を
予
定

し
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
人
事
関
係
で
は
、
８
月
６

日
に
病
院
職
員
向
け
の
全
体
説
明
会

を
行
い
、
８
月
７
日
よ
り
個
人
面
談

を
実
施
し
て
徳
洲
会
の
職
員
と
な
っ

た
場
合
の
条
件
を
個
別
に
提
示
し
説

明
す
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

基
本
協
定
書
及
び
年
度
協
定
書
の

内
容
に
つ
い
て
も
順
調
に
協
議
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

９
月
１
日
の
協
定
調
印
を
予
定
し
て

お
り
、
10
月
１
日
か
ら
の
指
定
管
理

に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
研
修
医
の
派
遣
な

ど
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

鹿
児
島
市
立
病
院
、
大
阪
府
の
池
田

市
立
池
田
病
院
、
そ
し
て
防
衛
省
及

び
自
衛
隊
病
院
に
も
、
今
後
も
引
き

続
き
の
協
力
を
要
請
す
る
た
め
、
現

在
日
程
調
整
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
て
近
日
中
に
訪
問
し
要
請
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
再
三
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
両
町
民
が
望
む
病
院

を
存
続
し
て
い
く
こ
と
が
、
最
も
重

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

事
件
案
件

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
第
41
号
）

　

特
産
品
開
発
セ
ン
タ
ー
の
研
究
開

発
・
加
工
調
理
用
機
器
一
式
の
取
得
を

す
る
も
の

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
第

42
号
）

　

令
和
７
年
度 

南
種
子
町
特
産
品
開

発
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
（
建
築
本
体
）

の
契
約

　

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
お

よ
び
行
政
相
談
委
員
制
度
の
認
知
度

向
上
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
毎
年
９

月
お
よ
び
10
月
の
２
ヵ
月
間
を
「
行

政
相
談
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
登
記
、

年
金
、
道
路
、
社
会
福
祉
な
ど
国
の

役
所
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、疑
問・

苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員

は
、
皆
さ
ま
の
相
談
相
手
と
し
て
、

役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組

み
、
手
続
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政

機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
日
時

　
10
月
９
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所

　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階

　
西
側
会
議
室

◆
担
当
行
政
相
談
委
員

　

坂
口　
浩
一

　
☎
㉖
１
３
０
７

◎
問
＝
役
場
総
務
課
行
政
係

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
４
）

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
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７
月
19
日
（
土
）、町
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
宇
宙
留
学
30
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
種
子
町
宇
宙
留
学
制
度
は
、
町

内
の
小
・
中
学
校
へ
の
転
学
を
希
望

す
る
児
童
生
徒
を
、
地
域
の
協
力
の

も
と
受
け
入
れ
、
豊
か
な
自
然
の
中

で
様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て
心
身

と
も
に
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
で
30
周
年

を
迎
え
、
修
了
生
は
１
０
０
０
人
を

超
え
ま
し
た
。

　

式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
南

種
子
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
、

永
俊
郎
教
育
長
の
式

辞
、
鮫
島
和
巳
宇
宙
留
学
連
絡
協
議

会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
こ
れ
ま
で

の
宇
宙
留
学
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
へ
の
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
園
裕
康
町
長
、
宮
内
隆
靖

熊
毛
教
育
事
務
所
長
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
留
学
生
と
町
、
そ
し

て
地
域
を
つ
な
ぐ
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
情
報
交
流
企
画
「
宇
宙
留

学
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
里
親
と
し
て
子
ど

も
た
ち
と
長
年
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

風
間
辰
広
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
思
い

出
が
語
ら
れ
、
現
役
宇
宙
留
学
生
の

千
石
栞か
ん
な南
さ
ん
（
大
川
小
学
校
）
よ

り
宇
宙
留
学
生
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
実
親
と
し
て
の
立

場
か
ら
第
29
期
に
家
族
留
学
を
さ
れ

た
久
野
理
咲
子
さ
ん
よ
り
宇
宙
留
学

の
思
い
出
が
語
ら
れ
、
多
く
の
来
場

者
が
深
く
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
で
は
、
宇
宙
留
学
第

１
期
生
の
東
賢
吾
さ
ん
に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、
自
身
の
留
学
体
験

を
交
え
な
が
ら
、
宇
宙
留
学
が
与
え

て
く
れ
た
学
び
と
成
長
、
宇
宙
留
学

の
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

30
年
の
節
目
を
迎
え
た
南
種
子
町

宇
宙
留
学
制
度
は
、
数
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
学
び
と
成
長
の
場
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。
地
域
、里
親
、学
校
、

実
親
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
紡
い

で
き
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
今
後
も

未
来
へ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

宇
宙
留
学
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

里親の思い出を話す里親の思い出を話す
風間　辰広 さん風間　辰広 さん

宇宙留学の抱負を述べる宇宙留学の抱負を述べる
千石　栞南 さん（大川小）千石　栞南 さん（大川小）

宇宙留学第１期生の宇宙留学第１期生の
東　賢吾 さん東　賢吾 さん

小脇　隆則 宇宙留学連絡協議会顧問より小脇　隆則 宇宙留学連絡協議会顧問より
記念品が贈呈されました記念品が贈呈されました

実親の思い出を話す実親の思い出を話す
久野　理咲子 さん久野　理咲子 さん

主催者代表、受賞・発表、講演、来賓のみなさん主催者代表、受賞・発表、講演、来賓のみなさん

南種子中吹奏楽部によるオープニング南種子中吹奏楽部によるオープニング
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◆
１
０
２
歳

東　
　

ア
キ【
西
之
】

柳
田　

チ
エ【
茎
永
】

砂
坂　

ア
サ【
西
之
】

◆
１
０
１
歳

崎
田　

サ
ワ
ヘ【
長
谷
】

羽
生　

ヱ
ミ【
上
中
】

西
田　

逸
子【
長
谷
】

◆
１
０
０
歳

楫
田　

ヲ
リ
子【
島
間
】

砂
川　

サ
ツ
キ【
長
谷
】

◆
99
歳

大
川　

清
藏【
平
山
】

木
原　

フ
ジ
子【
長
谷
】

砂
坂　

フ
サ
ヱ【
長
谷
】

外
園　

イ
ヨ【
長
谷
】

下
茂　

ノ
ブ【
長
谷
】

長
田　

シ
ゲ
子【
長
谷
】

◆
98
歳

鮫
島　

康
信【
西
之
】

向
井　

タ
ズ
子【
平
山
】

長
田　

俊
信【
平
山
】

髙
田　

ハ
ル【
長
谷
】

中
村　

子【
上
中
】

前
村　

フ
サ
エ【
長
谷
】

日
髙　

ト
メ【
茎
永
】

◆
97
歳

立
石　

光
義【
上
中
】

里
園　

セ
ツ【
長
谷
】

古
川　

ミ
ツ【
島
間
】

峰
山　

ミ
オ【
長
谷
】

山
田　

ス
マ【
長
谷
】

上
妻　

德
子【
上
中
】

坂
口　

秀
夫【
上
中
】

◆
96
歳

上
妻　

フ
サ
ヱ【
西
之
】

永
松　

イ
ツ
キ【
島
間
】

雨
田　

和
子【
長
谷
】

池
亀　

次
善【
上
中
】

中
川　

俊
英【
長
谷
】

　

濱　

シ
ズ
ヱ【
西
海
】

髙
田　

忠
義【
西
之
】

夏
田　

  

照  【
下
中
】

元
川　

子【
島
間
】

外
園　

シ
ズ
子【
長
谷
】

立
石　

千
枝
子【
長
谷
】

◆
95
歳

岩
坪　

  

徹  【
上
中
】

福　

   

昌
子
【
長
谷
】

髙
田　

カ
オ
ル【
西
之
】

長
田　

  

明  【
平
山
】

永
吉　

ト
メ【
長
谷
】

牛
野　

ナ
ガ
【
長
谷
】

松
下　

正
稔【
上
中
】

古
市　

ト
ミ
子【
下
中
】

中
野　

精
純【
上
中
】

柳
田　

安
信【
西
之
】

砂
坂　

フ
ジ
ヱ【
長
谷
】

茅
　

妙
香
【
上
中
】

立
石　

國
子【
上
中
】

中
島　

智
里
子【
島
間
】

◆
94
歳

岩
崎　

加
代
子【
長
谷
】

寺
内　

昭
德【
下
中
】

日
髙　

愛
子【
長
谷
】

寺
田　

ミ
ツ【
上
中
】

稲
子　

ナ
ミ【
長
谷
】

茅
　

ミ
ソ
ヨ【
上
中
】

名
越　

三
夫【
西
之
】

砂
坂　

乃
志【
西
之
】

小
田　

久
美【
長
谷
】

浮
田　

弘
子【
島
間
】

髙
田　

ヨ
ネ【
下
中
】

松
原　

ト
キ
エ【
西
之
】

◆
93
歳

山
下　

允
子【
長
谷
】

中
村　

ト
ミ
子【
上
中
】

岩
元　

一
郎【
島
間
】

遠
藤　

博
子【
長
谷
】

野
久
保  

キ
ミ
ヱ【
島
間
】

小
脇　

實　
【
西
之
】

古
一　

タ
カ
子【
下
中
】

園
田　

友
保【
西
海
】

山
下　

安
雄
【
長
谷
】

日
髙　

リ
ン
子【
上
中
】

南
薗　

ト
キ
ヱ【
長
谷
】

小
山　

信
昭【
島
間
】

長
田　

イ
ツ
子【
平
山
】

𠮷
田　

カ
ズ
枝【
西
海
】

長
田　

チ
サ【
長
谷
】

日
髙　

留
喜【
上
中
】

福
吉　

ヱ
ミ
子【
長
谷
】

安
永　

弘
子【
長
谷
】

岩
元　

ユ
イ
子【
茎
永
】

窪
田　

シ
ズ
ヱ【
西
之
】

今
谷　

ル
リ
子【
平
山
】

雨
田　

昭
子【
平
山
】

牛
野　

耕
夫【
西
海
】

河
口　

フ
ヂ【
上
中
】

羽
生　

保
孝【
上
中
】

大
　

ハ
ツ
ヱ【
長
谷
】

◆
92
歳

岩
坪　

ミ
チ
エ【
西
之
】

大
脇　

玲
子【
西
之
】

大
　

秋
雄【
西
之
】

峯
山　

末
義【
上
中
】

日
髙　

ミ
チ
子【
長
谷
】

中
川　

リ
エ【
長
谷
】

末
吉　

ト
キ
子【
上
中
】

小
川　

リ
ン【
平
山
】

砂
坂　

敬
子【
西
之
】

中
野　

ム
ツ
子【
上
中
】

大
脇　

安
則【
西
之
】

上
妻　

正
德【
平
山
】

向
井　

耕
作【
平
山
】

　

濱　

止
四
男【
上
中
】

大
　

道
助【
西
之
】

名
越　

睦
夫【
平
山
】

砂
坂　

ク
ニ
エ【
西
之
】

上
妻　

キ
ク
代【
長
谷
】

大
　

チ
マ【
西
之
】

御
手
洗　

勝
治【
西
之
】

寺
田　

セ
イ
子【
上
中
】

德
永　

キ
ク
ヱ【
西
之
】

砂
坂　

マ
サ【
西
之
】

野
中　

純
子【
上
中
】

中
峰　

タ
ツ
子【
西
海
】

柳
田　
　

繁【
上
中
】

野
首　

富
喜
子【
島
間
】

板　

禎
子【
茎
永
】

◆
91
歳

日
髙　

レ
リ
子【
上
中
】

日
髙　

房
雄【
西
之
】

大
　

又
三【
長
谷
】

臼
元　

秀
男【
西
之
】

德
永　

セ
ツ
子【
西
之
】

小
　

ヱ
ミ
子【
西
之
】

島
田　

ア
イ【
長
谷
】

古
市　

實
秋【
下
中
】

稲
子　

ヱ
ミ
子【
島
間
】

三
山　

チ
ヱ
子【
西
之
】

羽
生　

マ
ス
ミ【
上
中
】

砂
坂　

太
助【
西
之
】

岩
元　

ミ
チ
ヱ【
島
間
】

向
井　

ト
メ【
平
山
】

西
田　

ナ
ル
ミ【
平
山
】

原
田　

チ
ヅ
子【
上
中
】

西
田　

淳
子【
平
山
】

中
峯　

恵
美
子【
西
海
】

小
山　

律
子【
島
間
】

中
川　

博
司【
上
中
】

宮
國　

ミ
ツ【
長
谷
】

山
田　

キ
ヨ
子【
平
山
】

島
﨑　

ハ
ツ
ヱ【
茎
永
】

牛
野　

幸
雄【
西
海
】

中
畠　
　

耕【
平
山
】

中
村　

ヤ
ス
エ【
上
中
】

古
市　

次
男【
上
中
】

濱
上　

惠
美
子【
島
間
】

臼
元　

律
子【
西
之
】

河
野　
　

惠【
西
之
】

◆
90
歳

濱
田　

ル
イ
子【
西
之
】

町　
　

順
子【
西
海
】

河
北　

五
男【
島
間
】

徳
永　
　

学【
上
中
】

岩
坪　

美
保
子【
西
之
】

小
山　

美
穗
子【
長
谷
】

日
髙　

キ
ヌ
子【
茎
永
】

小
山　

順
子【
島
間
】

小
　

タ
ミ
子【
西
之
】

山
中　

藤
江【
上
中
】

宮
園　

益
男【
上
中
】

中
脇　

ケ
イ
子【
長
谷
】

向
井　

康
德【
平
山
】

西
園　

キ
リ
子【
島
間
】

廣
濵　

郁
子【
西
海
】

浦
門　

賀
須
美【
茎
永
】

八
汐　

美
久
子【
上
中
】

古
市　

ヱ
ツ
子【
下
中
】

木
村　

ミ
ド
リ【
西
之
】

西　
　

文
子【
上
中
】

日
髙　

芳
治【
西
之
】

島
崎　
　

淳【
上
中
】

日
髙　

ミ
ヤ
子【
長
谷
】

古
市　

美
代
子【
長
谷
】

古
市　

美
和
子【
下
中
】

小
山　

初
枝【
島
間
】

柳
田　
　

勝【
茎
永
】

中
里　

悦
子【
上
中
】

上
妻　

ス
ミ
エ【
西
之
】

宮
園　

ル
リ
子【
長
谷
】

𠮷
利　

サ
チ
子【
上
中
】

久
保
田　

英
夫【
島
間
】

砂
坂　

畩
雄【
西
之
】

日
髙　

ユ
キ【
西
之
】

砂
坂　

ノ
ブ
子【
上
中
】

日
髙　

文
子【
上
中
】

髙
田　

安
則【
西
之
】

山
本　

英
子【
長
谷
】

梶
原　

和
子【
茎
永
】

松
下　

ミ
ツ
子【
長
谷
】

鮫
島　

徹
子【
長
谷
】

小
薗　

昭
子【
上
中
】

長
田　
　

忠【
平
山
】

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す

　

９
月
15
日
（
毎
年
９
月
第
３
月
曜
日
）
は
、

こ
れ
ま
で
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
さ
ま
の
長
寿
を
祝
う
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

　
ご
長
寿
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
喜
び
と
お
祝

い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
健

康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
８
月
21
日
現
在
）

※
年
齢
は
９
月
30
日
を
基
準
。

町
内
の
高
齢
者
（
90
歳
以
上
）

の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
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【単位：％】
区分

地区・集落名

町税収納率 国保税収納率 区分

地区・集落名

町税収納率 国保税収納率
６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度

 平　山 99.1 99.5 98.4 100.0 管 造 牧 100.0 100.0 100.0 100.0
浜 田 99.4 99.4 97.0 100.0 上 瀬 田 95.1 95.9 92.5 100.0
仲 之 町 96.3 98.8 98.0 100.0 野 大 野 100.0 100.0 100.0 100.0
西 之 町 100.0 100.0 100.0 100.0  西　海 99.2 98.3 95.7 92.0
広 田 100.0 100.0 100.0 100.0 下 立 石 100.0 100.0 100.0 100.0

 茎　永 97.9 97.6 97.0 95.7 上 立 石 98.7 95.3 85.1 96.2
上 里 100.0 100.0 100.0 100.0 大 川 100.0 100.0 100.0 100.0
新 上 里 100.0 100.0 100.0 100.0 牛 野 98.8 98.9 97.8 83.0
管 原 96.2 99.1 93.0 100.0  島　間 99.8 98.8 99.6 100.0
雨 田 100.0 98.7 100.0 99.3 田 尾 100.0 98.3 100.0 100.0
中 部 95.8 96.3 100.0 100.0 仲 之 町 99.6 97.7 100.0 100.0
仲 之 町 95.7 93.7 87.0 80.1 向 方 100.0 100.0 98.9 100.0
宇 都 浦 100.0 100.0 100.0 100.0 大 久 保 100.0 100.0 96.9 100.0
松 原 97.2 97.1 99.0 95.4 小 平 山 99.7 100.0 100.0 100.0
阿 多 惜 経 99.4 100.0 100.0 98.9  長　谷 98.1 98.0 96.6 97.1
竹 崎 100.0 100.0 100.0 100.0 新 長 谷 100.0 90.9 100.0 99.4

 下　中 99.1 99.2 98.0 96.5 赤 石 99.1 99.5 86.7 100.0
夏 田 92.0 91.6 95.0 77.3 第 一 長 谷 96.9 98.7 81.0 80.1
郡 原 100.0 100.0 100.0 100.0 長 谷 野 93.6 100.0 97.6 96.9

里 100.0 100.0 97.0 100.0 有 尾 96.1 96.2 100.0 100.0
山 神 100.0 100.0 100.0 100.0 摺 久 保 100.0 100.0 100.0 100.0
真 所 100.0 100.0 100.0 100.0  上　中 95.8 98.1 94.0 96.9

 西　之 99.2 98.6 98.0 97.4 大 宇 都 93.9 92.1 94.3 91.9
田 代 100.0 100.0 100.0 100.0 上 之 平 84.3 99.7 79.1 99.2
本 村 99.2 99.2 95.0 100.0 本 町 98.9 99.4 98.6 99.3
平 野 100.0 98.4 96.0 100.0 共 栄 100.0 100.0 98.1 100.0
崎 原 100.0 100.0 100.0 100.0 上 野 94.1 95.3 92.9 98.4
下 西 目 100.0 96.5 100.0 89.1 仲 西 99.6 99.4 96.2 96.8
前 之 原 100.0 100.0 100.0 100.0 西 之 町 99.9 100.0 100.0 98.3
小 田 100.0 100.0 100.0 100.0 焼  野 99.7 98.5 97.9 98.0
木 原 95.7 96.1 88.0 97.1 山 崎 100.0 98.1 100.0 90.8
野 尻 97.5 98.5 97.0 100.0 新 栄 町 99.9 100.0 95.2 99.1
砂 坂 99.4 97.1 100.0 92.1 河 内 96.8 100.0 100.0 100.0

令和６年度 現年度分 地区・集落別収納率

　皆さまに納めていただく税金は、安心・安全な住みよいまちづくりを進めるための貴重な財源で
す。町では、税の公平性を図り、税収を確保するためにさまざまな収納対策を進めていきます。納
期内納税へのご協力をお願いします。

町税等の収納状況について

区分 現年度分 過年度分
収納率 前年比 収納率 前年比

住民税・固定資産税・軽自動車税 99.00％ 0.05 ポイント増 33.57％ 21.1 ポイント増
国民健康保険税 94.58％ 2.89 ポイント減 14.77％ 1.65 ポイント増

税金は、自主的な納期内納付が原則です！
   税金が納付期限内に完納とならない場合は、督促状を発送しなければなりません。
　督促状を発送した日から起算して 10 日を経過しても完納しない場合は、滞納処分として預貯金や給与、生命保険、不
　動産などの「財産を差し押えなければならない」と国税徴収法及び地方税法に定められています。
　滞納処分を受ける前に、早めにご相談ください。　　◆問い合わせ先
　納税相談は、役場税務課までご連絡ください。　　　役場税務課　収納管理・保険税係　☎㉖ 1111（内線 155・156）
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行政トピックス

インターネット回答 : 令和７年９月２０日（土）～令和７年１０月８日（水）
郵        送        回        答 : 令和７年１０月１日（水）～令和７年１０月８日（水）
調     査     員     回    収 : 令和 7 年１０月 1 日（水）～令和 7 年１０月 8 日（水）

■
国
勢
調
査
と
は

　

国
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
、

統
計
法
に
基
づ
い
て
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
調
査
の
対
象

　

令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
、
南
種

子
町
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
（
外
国
人
を
含
む
）
や
世
帯

※
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
は
、

　

①
す
で
に
３
ヶ
月
以
上
住
ん
で
い

　
る
人

　

②
10
月
１
日
の
前
後
を
通
じ
て
３

　
ヶ
月
以
上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い

　
る
人

■
調
査
の
開
始

　

９
月
中
旬
以
降
か
ら
調
査
員
が
皆

さ
ま
の
お
宅
を
訪
問
、
若
し
く
は
不

在
だ
っ
た
場
合
に
ポ
ス
ト
な
ど
に
投

函
す
る
方
法
に
よ
り
書
類
を
お
配
り

し
ま
す
。

　
ご
自
宅
に
書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、

忘
れ
ず
に
回
答
を
お
願
い
し
ま
す

■
調
査
の
回
答
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
か
、
紙

の
調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員
に

渡
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
行
え
ま
す
。

（
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
回
答
が

便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
そ
ち
ら
か

ら
ご
回
答
く
だ
さ
い
。）

■
調
査
の
流
れ

●
「
か
た
り
調
査
」
に
ご
注
意
を
！

　
国
勢
調
査
員
は
、「
調
査
員
証
」
を

身
に
着
け
て
い
ま
す
。
不
審
な
訪
問

者
や
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。　

◆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課　
戸
籍
住
民
係

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
８
）

令
和
７
年
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
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こ
の
研
修
は
介
護
の
基
本
的
な
知

識
と
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
で
、

高
齢
者
な
ど
の
生
活
支
援
や
介
護
を

行
う
上
で
必
要
不
可
欠
な
ス
キ
ル
を

習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

介
護
員
の
人
材
不
足
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
人
材
の

裾
野
を
広
げ
将
来
に
わ
た
っ
て
介
護

人
材
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、

南
種
子
町
が
受
講
料
の
全
額
助
成
を

行
い
、
町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
で
構
成
さ
れ
る
「
南
種
子
町
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
協
議
会
」

に
お
い
て
実
施
し
た
研
修
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
６
名
の
受
講
生
が
５
月

17
日
（
土
）
か
ら
８
月
３
日
（
日
）

の
土
日(

隔
週)

の
日
程
で
「
中
種
子

町
就
労
支
援
ね
い
ろ
」
に
て
、（
有
）

西
日
本
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業
の
講
師

の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
研
修

（
座
学
と
実
技
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
（
日
）
に
全
日
程
を
修

了
し
、
卒
業
試
験
を
受
け
て
全
員

に
修
了
証
明
書
の
交
付
を
行
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
受
講
さ
れ
た
皆
様
、
介
護
の
現

場
や
家
族
介
護
な
ど
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進

協
議
会
事
務
局　
☎
㉖
１
７
０
３

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
介
護
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
８
）

　

県
で
は
、
貴
重
な
野
生
生
物
で
あ

る
ウ
ミ
ガ
メ
を
保
護
す
る
た
め
「
鹿

児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」
を
制

定
し
、
県
内
全
域
の
海
岸
（
海
域
を

除
く
）
で
、
許
可
無
く
ウ
ミ
ガ
メ
を

捕
獲
し
た
り
、
卵
を
採
取
す
る
こ
と

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
２
人
の
ウ
ミ
ガ
メ
保

護
監
視
員
を
配
置
し
て
お
り
、
今
年

も
前
之
浜
海
岸
一
帯
と
竹
崎
・
松
原

海
岸
一
帯
を
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の

期
間
に
監
視
を
行
い
ま
し
た
。

　

監
視
の
結
果
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が

１
３
４
頭
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
３
頭

上
陸
（
昨
年
比
９
頭
の
増
）
し
、
う

ち
１
１
５
頭
の
産
卵
（
昨
年
比
16
頭

の
増
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

３
頭
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
し
た
卵

２
５
０
個
を
波
の
来
な
い
安
全
な
場

所
へ
移
設
し
保
護
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
ウ
ミ
ガ
メ
の

保
護
監
視
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

海
岸
で
の
花
火
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
車
の
乗
り
入
れ
な
ど
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
や
ふ
化
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
行
為
は
行
わ
な
い
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
７
６
）

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
結
果

安心して海に帰れるよう
ご協力をお願いします。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

　
　
　
　
　
　

全
日
程
が
修
了
し
ま
し
た

〈講師の先生と今年度受講生〉 〈卒業試験の様子〉



11　広報みなみたね　2025 年 9 月号

　

８
月
５
日
（
火
）
南
種
子
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
前
之
峯
陸
上
競
技

場
に
お
い
て
、
熊
毛
支
庁
・
種
子
島

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
主
催
に

よ
る
、
種
子
島
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
生
産
者
や
関
係
機

関
・
団
体
な
ど
へ
の
ス
マ
ー
ト
農
業

の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
、
前
半
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
県
内
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
農
業
の
取
組
み
・
準
天
頂
衛
星
「
み

ち
び
き
」
の
利
活
用
に
お
け
る
農
業

分
野
へ
の
可
能
性
と
展
望
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
場
所
を
前
之
峯
陸
上
競

技
場
に
移
動
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

実
演
・
体
験
会
が
行
わ
れ
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
自
動
操
縦
を
は
じ
め
農
薬
散

布
機
や
ド
ロ
ー
ン
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈

機
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
機
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
農
家
の
み
な
さ

ん
は
実
際
に
機
械
を
操
縦
し
て
み
た

り
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
熱
心
に
質
問

す
る
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
機
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

種
子
島
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
研
修
会

　

７
月
25
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
火
）

の
５
日
間
、
広
島
県
の
ホ
ッ
ト
ス
タ
ッ

フ
フ
ィ
ー
ル
ド
広
島
に
て
、
令
和
７

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
種
子

島
中
央
高
等
学
校
２
年
生
の
鮫
島
優

磨
さ
ん
が
ハ
ン
マ
ー
投
げ
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
、
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し

た
が
、
精
一
杯
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

　
８
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）
に
、

南
九
州
市
知
覧
平
和
公
園
多
目
的
球

場
に
て
、
第
43
回
全
九
州
小
学
生
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
春

陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
惜
し
く
も
２
回
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
精
一

杯
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
更
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま

す
。

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大

会

第
43
回
全
九
州
小
学
生
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

〈新型ドローン〉 〈ラジコン草刈機〉
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■ 25 ｍ自由形
●５男　長井　真秀　　（中平小）　　 18 秒 39
●５男　田﨑　巧馬　　（茎南小）　　 19 秒 94
●５女　小田　妃菜乃　（西野小）　　 25 秒 98
●６男　惣津　秀虎　　（中平小）　　 21 秒 81
●６女　園田　愛海　　（大川小）　　 24 秒 23
■ 50 ｍ自由形
●５男　金子　翔生　　（花峰小）　　 45 秒 00
●５女　髙祖　晴　　　（中平小）　　 54 秒 96
●６男　関　　健蔵　　（中平小）　　 48 秒 09
●６女　千石　栞南　　（大川小）　　 42 秒 65
■ 100 ｍ自由形
●５男　小田　恵大　　（西野小）2 分 07 秒 84
●６男　細山　泉輝　　（島間小） １分 52 秒 43
●６女　窪田　彩葉　　（島間小）  2 分 12 秒 24
■ 25 ｍ平泳ぎ
●５男　宮川　大知　　（西野小）　　 37 秒 58
■ 50 ｍ平泳ぎ
●５男　松田　幸大　　（長谷小）  1 分 11 秒 09
●５女　久野　桃佳　    （長谷小）  1 分 04 秒 63
●６男　髙橋　一剣　    （西野小）  1 分 02 秒 03
■ 100 ｍ平泳ぎ
● 5 女　谷　　萌奈　    （長谷小）  2 分 13 秒 72
●６男　金子　凛大　　（花峰小） １分 55 秒 62

■ 50 ｍ背泳ぎ
●６男　向江　善　　    （茎南小）  1 分 25 秒 24
■ 50 ｍバタフライ
●５男　冨　　剣心　    （長谷小）  1 分 10 秒 31
●６男　村上　創亮　　（西野小） １分 31 秒 91
■ 100 ｍ個人メドレー
●５女　久野　桃佳　　（長谷小） ２分 12 秒 53
●６男　金子　凛大　　（花峰小） １分 43 秒 16
■ 5・6 年共通男子 100 ｍリレー
●中平小学校　　　　　　　　     １分 36 秒 26
■ 5・6 年共通女子 100 ｍリレー
●長谷小学校　　　　　　　　     １分 35 秒 73
■ 5・6 年男女混合共通 100 ｍリレー
●花峰小学校　　　　　　　　     １分 36 秒 16
■ 5・6 年共通男子 200 ｍリレー
●島間小学校　　　　　　　　 　 3 分 44 秒 91
■ 5・6 年共通女子 200 ｍリレー
●島間小学校　　　　　　　　　 4 分 05 秒 54

※タイムの青色は、新記録

町
小
学
校
水
泳
記
録
会
の
大
会
結
果

　
７
月
23
日
（
水
）、
中
平
小
学
校
に

お
い
て
町
小
学
校
水
泳
記
録
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
新

記
録
も
出
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
多
く
の
保
護
者
な
ど

が
駆
け
付
け
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

る
姿
に
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
１
位
・
新
記
録
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）
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動
物
愛
護
週
間

　　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
」
で
は
、

毎
年
９
月
20
日
か
ら
26
日

を
動
物
愛
護
週
間
と
定
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
広

く
国
民
の
間
に
動
物
の
愛

護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い

て
理
解
や
関
心
を
深
め
る

よ
う
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
飼
っ

て
い
る
動
物
や
身
近
な
動

物
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
動
物
は
、
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
最
後
ま
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

②
犬
を
飼
っ
た
ら
、
必
ず

生
涯
１
回
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

③
犬
の
放
し
飼
い
や
放
し

た
ま
ま
で
の
散
歩
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
犬
が
苦

手
な
人
も
い
ま
す
の
で
周

り
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
犬
や
猫
が
増
え
て
し
ま

う
前
に
、
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
犬
や
猫
な
ど
の
愛
護
動

物
を
捨
て
る
行
為
は
犯
罪

で
あ
り
、
１
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
百
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て

も
飼
い
続
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

⑥
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
に

は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
や
迷

子
札
を
付
け
て
、
飼
い
主

が
分
か
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎
問
＝
西
之
表
保
健
所

☎
㉒
０
０
３
２

　

作
業
が
盛
ん
に
な
る
９

月
か
ら
10
月
に
「
秋
の
農

作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。
農
作
業
事

故
の
未
然
防
止
、
安
全
対

策
の
周
知
徹
底
・
強
化
を

図
り
ま
す
。
農
業
機
械
の

転
落
・
転
倒
を
防
ぐ
た
め
、

ほ
場
周
辺
の
危
険
箇
所
を

確
認
し
、
改
善
・
補
強
ま

た
は
回
避
行
動
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
キ
ャ

ブ
・
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着

し
、
運
転
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
農
業
機
械
の
点
検
・
整
備

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
農
業
者(

特
に
高
齢
農
業

者)

へ
、
家
族
や
知
人
か
ら

の
「
声
か
け
」
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
補

給
を
行
う
な
ど
、
熱
中
症

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
無
人
航
空
機
利
用
の
農
作

業
で
は
、
作
業
前
に
、
ほ

場
周
り
の
障
害
物
や
風
向

き
を
確
認
し
、
接
触
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
＝
県
庁
経
営
技
術
課
技
術

環
境
係

☎
０
９
９
（
２
２
８
）
２
０
１
６

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
外
見

か
ら
援
助
な
ど
が
必
要
な

こ
と
が
分
か
ら
な
い
方
々

が
、
周
り
の
人
に
支
援
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
、
障
害
な
ど
の
特
性
に

応
じ
た
支
援
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
の
マ
ー
ク
で

す
。

　
県
で
は
現
在
、
ス
ト
ラ
ッ

プ
型
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
２
種
類

を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

　
配
布
対
象
は
、
義
足
や
人

工
関
節
を
使
用
し
て
い
る

方
、
内
部
障
害
や
難
病
の

方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、

外
見
か
ら
援
助
な
ど
が
必

要
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い

方
々
で
す
。

　

配
布
窓
口
は
、
各
市
町

村
、
県
障
害
者
支
援
室(

郵

送
に
よ
る
配
布
も
可
能
）、

各
地
域
振
興
局
・
支
庁
・
事

務
所
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し

ま
と
な
り
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が

お
困
り
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、

「
ど
う
し
ま
し
た
か
？
」
と

声
を
か
け
る
な
ど
の
手
助

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
＝
県
庁
障
害
福
祉
課
障

害
者
支
援
室

☎
０
９
９
（
２
２
８
）
２
７
４
６

令
和
７
年
「
秋
の
農
作

業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の

実
施
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ご
存

知
で
す
か
？



宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　7 月 24 日（木）から 28 日（月）までの 5 日間、
元 J リーガーでアトランタ五輪サッカー日本代表の
遠藤彰弘さんと元 J リーガーの礒貝洋光さんによる
サッカースクールが開催され、島内の小学生 44 人
が参加しました。昨年に引き続き３回目となるこの
スクールは、サッカーの技術向上はもとより、子ど
もたちの思い出づくりや地域活性化を主な目的とし
て開催されています。元プロお二人の指導に、参加
した子供たちは目を輝かせながらプレーしていまし
た。　

遠藤彰弘さんのサッカースクール開催遠藤彰弘さんのサッカースクール開催
　７月 30 日（水）、町長室において青年等就農計画認
定書授与式が行われました。
　認定を受けたのは、新たに農業経営を開始した、西之
砂坂集落の砂坂雄基さんです。砂坂さんはレザーリーフ
ファンを作付けしており、規模の拡大を目標としている
ことから就農計画が認定され、今後、地域農業の担い手
としても期待されます。
　認定式では、小園裕康町長より認定証が授与され、砂
坂さんより「これから種子島の農業発展に貢献したい。」
と決意表明が述べられました。

青年等就農計画認定書授与式青年等就農計画認定書授与式

　７月 13 日（日）、種子島宇宙センター特別公開が
開催されました。当日は雨天のため屋外イベント
は中止となってしまいましたが、普段は立ち入る
ことができない施設をＪＡＸＡ職員と見て回るスペ
シャルバスツアーやＨ ‐ ⅡＡロケット関係者による
スペシャル講演、ＲＣＣ公開や折り紙ヒコーキ教室
など盛りだくさんの内容で、訪れた多くの宇宙ファ
ンを楽しませていました。

種子島宇宙センター特別公開 2025

砂坂種子島宇宙センター所長と鈴木 H ‐ ⅡＡロ砂坂種子島宇宙センター所長と鈴木 H ‐ ⅡＡロ
ケット打上執行責任者によるスペシャル講演ケット打上執行責任者によるスペシャル講演

ロケット打上げの管制室公開「ＲＣＣ公開」ロケット打上げの管制室公開「ＲＣＣ公開」

JAXA 職員が解説「スペシャルバスツアー」JAXA 職員が解説「スペシャルバスツアー」
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　８月４日（月）、町長室において「海の日」表彰の伝
達式が行なわれました。
　これは、国土交通省九州地方整備局が「海の日」に
あわせて、港湾の振興、発展などの功労及び海をきれ
いにするための一般協力者に対して、その功績をたた
え顕彰するため海事功労者の表彰を行っており、この
度、小園町長が「海の日」九州地方整備局長表彰を受
賞され、辻本陽琢九州地方整備局西之表港湾事務所長
が本町を訪れ伝達されました。
　皆さんもこれを機会に、改めて海への感謝の気持ち
と海の大切さを考えてみてはいかがでしょうか。

「海の日」表彰を受賞「海の日」表彰を受賞
　令和７年度の熊毛地区子ども会育成連絡協議会の表
彰で、長谷地区公民館青少年育成部が優良団体表彰を
受賞しました。
　長谷地区公民館青少年育成部は、地域とのつながり
を意識しながら、子ども一人一人が主役となる育成活
動に力を入れており、地域全体で子どもを育てる体制
が整備されていることなどが評価され、受賞に至りま
した。
　今後ますます地域に根差した子ども会活動が展開さ
れることを祈念いたします。

熊毛地区子ども会育成連絡協議会優良団体表彰熊毛地区子ども会育成連絡協議会優良団体表彰

　お盆は先祖の霊をお迎えして供養する行事で
す。ご先祖様の霊を、８月 13 日にお迎えし８月
15 日から 16 日にかけてお送りします。
　８月 15 日（金）、16 日（土）に町内各地で盆
行事が行われ、15 日（金）は平山広田集落にて
広田石塔祭が、また、16 日（土）の西之本国寺
および島間本妙寺では、精霊送りの行事の後、盆
踊りが奉納されました。

町内の盆行事町内の盆行事

88/16　西之本国寺盆踊　今年奉納されたのは、/16　西之本国寺盆踊　今年奉納されたのは、
本村・崎原集落の皆さんによる「つんたん拍子」本村・崎原集落の皆さんによる「つんたん拍子」

88/15　広田石塔祭　共同の祖先の霊を祭った石塔の/15　広田石塔祭　共同の祖先の霊を祭った石塔の
前に集まり、前に集まり、精霊様を供養しお送りします精霊様を供養しお送りします

8/16　島間本妙寺盆踊　田尾集落門徒の皆さんによる8/16　島間本妙寺盆踊　田尾集落門徒の皆さんによる
「オオニサー・コニサー」が奉納されました「オオニサー・コニサー」が奉納されました
（写真提供：ayusabaideeu さん）（写真提供：ayusabaideeu さん）
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大
川
小
学
校
は
、
一
校
一
運
動
と
し
て
「
一
輪

車
・
か
け
足
運
動
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
日
の
朝
の
活
動
の
中
に
月
１
回
「
一

輪
車
タ
イ
ム
」
を
設
け
、
一
輪
車
検
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。
４
月
に
転
入
し
て
き
た
留
学
生
や
新
１

年
生
も
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
取

り
組
み
、
今
で
は
も
う
み
ん
な
乗
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
毎
朝
登
校
後
に
自
主
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
練
習
の
成
果
で
す
。
９
月
21
日
（
日
）
の

地
区
合
同
大
運
動
会
で
の
一
輪
車
演
技
披
露
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
一
層
練
習
に
熱
が
入
り
そ
う
で

す
。
西
海
地
区
の
み
な
さ
ん
、
運
動
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

大川大川小学校小学校

　
日
本
一
の
早
場
米
と
し
て
知
ら
れ
る
南
種
子
産
の

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
。
そ
の
新
米
を
給
食
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

７
月
17
日
（
木
）、
町
内
一
斉
の
新
米
給
食
で
し

た
が
、
中
で
も
西
野
小
学
校
で
は
「
新
米
給
食
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
小
園
町
長
や

永
教
育
長
、
生

産
者
で
あ
る
新
栄
物
産
の
岡
田
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん

の
方
々
と
、
５・
６
年
生
の
子
供
た
ち
が
一
緒
に
給

食
を
食
べ
ま
し
た
。
つ
や
つ
や
と
輝
き
ふ
っ
く
ら
と

炊
き
上
が
っ
た
新
米
を
、
子
供
た
ち
は
口
い
っ
ぱ
い

に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
校
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
給
食
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
７
月
15
日
（
火
）、
今
年
も
本
校
の
卒
業
生
で
プ
ロ

で
も
御
活
躍
の
石
堂
優
二
郎
先
生
が
来
校
さ
れ
ま
し

た
。

　

金
管
バ
ン
ド
が
、
小
学
生
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
演
奏
す
る
「
大
空
の
カ
ン
タ
ー
タ
」
と
い
う
曲

を
分
か
り
や
す
く
、
テ
ン
ポ
よ
く
御
指
導
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
先
生
の
や
る
気
を
引
き
出
す
言
葉
掛
け
に

子
供
た
ち
も
終
始
笑
顔
で
練
習
に
取
り
組
み
、
さ
ら

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、
後
輩
の
た
め
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中平中平小学校小学校
金
管
バ
ン
ド
に
石
堂
先
生
来
校
！

新
米
給
食
、
い
た
だ
き
ま
す

一
輪
車
タ
イ
ム
で
、

　
　
　
　

め
ざ
せ
一
輪
車
名
人
！

西野西野小学校小学校
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７
月
３
日(

木)

、南
種
子
中
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
を
南
種
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

音
楽
を
通
し
て
、
学
級
や
学
校
が
ひ
と
つ
に
な
る

「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
本
校
を
代
表
す
る
魅
力

あ
る
学
校
行
事
で
す
。
生
徒
は
、
こ
れ
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
精
一
杯
発
揮
し
感
動
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ま

や
来
賓
の
方
々
に
も
た
く
さ
ん
の
感
動
を
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
御
協
力
い
た
だ

い
た
南
種
子
町
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ま
、
送
迎
な

ど
へ
御
配
慮
い
た
だ
い
た
バ
ス
会
社
の
皆
さ
ま
、

講
評
を
し
て
い
た
だ
い
た
南
種
子
町
教
育
員
委
会

永
俊
郎
教
育
長
先
生
、
種
子
島
高
等
学
校
盛
山

春
樹
先
生
、
そ
し
て
、
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

南種子南種子中学校中学校

感
動
あ
ふ
れ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
平
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
で
あ
る
「
い
か
だ
下
り
」
を
実
施
し

ま
し
た
。大
浦
川
の
全
長
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

人
力
だ
け
で
進
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
の

中
、
オ
ー
ル
で
漕
い
だ
り
、
必
死
に
バ
タ
足
を

し
た
り
…
。
途
中
、
引
き
潮
で
な
か
な
か
進
ま

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
３
艇
と
も
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
パ
ー
ク
に
無
事
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
夕
方
か
ら
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
お

肉
を
食
べ
た
り
、
ス
イ
カ
割
り
を
し
た
り
と
、

み
ん
な
で
最
高
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
９
月
21
日
（
日
）
は
、
平
山
小
学
校
・
校
区

合
同
秋
季
大
運
動
会
が
あ
り
ま
す
。
最
高
の
運

動
会
に
な
る
よ
う
し
っ
か
り
準
備
し
て
い
き
ま

す
。 Ｐ

Ｔ
Ａ
い
か
だ
下
り

　

７
月
４
日
（
金
）、
本
校
の
プ
ー
ル
に
て
「
水
泳

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１・
２
年
生
の
水
と
ふ
れ
あ
う
活
動
、
３
年
生
以

上
の
自
由
形
や
平
泳
ぎ
、
リ
レ
ー
な
ど
、
ど
の
種

目
も
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
、
応
援
の
声

が
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
仲
間
を

応
援
す
る
姿
や
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
泳
ぐ
姿

が
多
く
見
ら
れ
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
感
じ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
、
温
か
い
拍
手
と
声
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
体
力
向
上
と
と
も
に
、
協
力

す
る
心
を
育
む
行
事
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
水
泳
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

島間島間小学校小学校

平山平山小学校小学校
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Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
‐
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
種
子
島
（
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
２
５
）
を
開
催

し
ま
し
た

　
今
年
も
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
２
５

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
島
外
か
ら
多
く
の
方
が
種
子
島

を
訪
れ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
水
ロ
ケ
ッ

ト
大
会
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
パ
ー
ク
い
か

だ
下
り
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
体
験

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
開
催

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
Ｓ
Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ（
サ
ッ
ト
ク
ル
ー
）」

を
募
集
し
て
い
ま
す

　
11
月
に
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動

し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品
に
携
わ
り
た

い
方
、
イ
ベ
ン
ト
準
備
・
運
営
な
ど
経

験
し
て
み
た
い
方
は
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
参
加
方
法
】

 
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
『
Ｓ
Ａ

Ｔ 
Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
（
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）』
よ
り
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
コ
ー
ド
：sattane 

②
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
：
氏
名
（
漢
字
フ
ル

ネ
ー
ム
） 

を
ご
入
力
く
だ
さ
い

③
最
初
に
必
ず
、
ノ
ー
ト
の
最
初
に
投

稿
し
て
あ
る
使
用
方
法
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

　
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
と

世
界
保
健
機
構
は
１
９
９
４
年
、
認

知
症
を
啓
発
し
よ
う
と
毎
年
９
月
21

日
を「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」

に
制
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

日
を
含
む
９
月
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
月
間
」
と
定
め
、
鹿
児
島
県

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
島
か
ら

島
へ
笑
顔
で
つ
な
が
る
オ
レ
ン
ジ
ラ

イ
ン
」
活
動
で
は
、
県
内
の
離
島
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
昨
年
度

か
ら
保
健
所
も
加
わ
り
、
合
同
で
認

知
症
に
関
す
る
企
画
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
に
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目

的
で
す
。

【
展
示
内
容
】

　
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ロ
バ
隊
長
に
町
民

の
皆
さ
ま
に
書
い
て
い
た
だ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
貼
り
付
け
、「
南
種

子
町
の
ロ
バ
隊
長
」
を
作
成
し
、
役

場
内
に
展
示
し
ま
す
。

【
展
示
期
間
】

９
月
１
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

※
来
庁
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

  

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

【昨年の展示の様子】【昨年の展示の様子】

【サマーキャンプの様子】

LINE オープンチャットLINE オープンチャット
「SAT Crew」「SAT Crew」

コードコード
「sattane」「sattane」
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種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
も
開
設
か
ら
４
年
目
を
迎
え
、

お
陰
様
で
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
に
係
る
相
談
は
多
く
、
昨
年

度
は
成
人
の
相
談
２
パ
ー
セ
ン
ト
に

対
し
て
子
ど
も
の
相
談
98
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
内
訳
で
し
た
。

　

ひ
と
く
ち
に
子
ど
も
に
係
る
相
談

と
い
っ
て
も
対
象
と
な
る
の
は
乳
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
と
幅
広
く
、
相

談
内
容
も
言
葉
の
発
達
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
相
談
、
読
み

書
き
な
ど
の
学
習
面
や
、
不
登
校
傾

向
、
ゲ
ー
ム
が
止
め
ら
れ
な
い
と
い
っ

た
行
動
面
に
関
す
る
相
談
な
ど
と
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
相
談

を
通
し
て
毎
回
強
く
感
じ
る
こ
と
は
、

言
葉
に
す
れ
ば
極
当
た
り
前
の
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
対
象
と
な
る

子
ど
も
の
こ
と
を
様
々
な
角
度
・
視

点
か
ら
深
く
知
る
こ
と
が
本
当
に
大

切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
行
動
の
問
題
を
抱
え
る
子

ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
時
に
「
愛
着

関
係
」
と
い
う
視
点
は
と
て
も
大
切

に
な
り
ま
す
。「
愛
着
関
係
」と
は「
特

定
の
人
と
結
ぶ
情
緒
的
な
こ
こ
ろ
の

絆
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
こ
の

愛
着
関
係
を
適
切
に
築
く
こ
と
を
学

べ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
こ
と
が
行

動
の
問
題
と
し
て
表
れ
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
「
発
達
障
害
」
の
診
断
が
あ
っ

た
と
し
て
も
こ
の
愛
着
関
係
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
身
近
な
大

人
と
の
心
の
絆
を
築
く
た
め
の
支
援

な
く
し
て
は
、
問
題
を
本
質
的
に
解

決
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
で
し
ょ

う
。
愛
着
関
係
の
問
題
と
い
う
と
イ

ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
で
す
が
、
決
し

て
親
御
さ
ん
の
愛
情
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
原
因
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
親
御
さ
ん
に
あ
ふ
れ
る

ば
か
り
の
愛
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

何
ら
か
の
行
き
違
い
の
た
め
に
こ
の

心
の
絆
を
う
ま
く
結
べ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
。

　

愛
着
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
は
和

歌
山
大
学
教
育
学
部
心
理
学
教
室
教

授
の
米
澤
好
史
氏
が
詳
し
く
、
米
澤

氏
は
「
愛
着
の
問
題
は
何
歳
か
ら
で

も
必
ず
ケ
ア
す
る
こ
と
が
出
来
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

ま
ず
は
支
援
者
や
養
育
者
が
愛
着
関

係
の
問
題
に
気
付
け
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
な
こ
と
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
記
事
が
気
に
な
っ
た
方
は
、
い

つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

文
責
：
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
員 

言
語
聴
覚
士 

荒
木
潮
彦

☎
㉘
３
６
３
３

愛
着
関
係
っ
て
…
？

　

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 　
　
☎
㉘
３
６
３
３

　

こ
の
た
び
、
南
種
子
町
の
配
電

設
備
に
関
す
る
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
業
務
委
託
先
が
、
令

和
７
年
10
月
16
日
（
木
）
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
（
株
）
九
電
工
か
ら

（
有
）
小
川
電
気
へ
変
更
と
な
り
ま

す
。

　

今
後
も
安
定
し
た
電
気
を
お
届

け
し
、
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
お
客
さ

ま
に
は
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◎
問
＝
九
州
電
力
送
配
電
株
式
会

社
熊
毛
配
電
事
業
所

☎
０
８
０
０
（
７
７
７
）
９
４
５
２

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社
か

ら
の
お
知
ら
せ
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
Ｃ
Ｆ
Ｔ
を

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
Ｃ
Ｆ
Ｔ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た

　　

Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
は

多
様
な
大

き
さ
、
重

さ
の
衛
星

を
打
ち
上

げ
る
た
め

に
、
複
数

の
機
体
形

態
を
用
意

し
て
い
ま

す
。
30
形
態
は
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス

タ
を
装
着
せ
ず
、
３
基
の
液
体
ロ
ケ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
（
Ｌ
Ｅ
‐
９
エ
ン
ジ
ン
）

の
み
で
リ
フ
ト
オ
フ
す
る
日
本
で
は
初

め
て
の
大
型
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
で
す
。
投

入
す
る
軌
道
に
よ
っ
て
４
ト
ン
以
上
の

人
工
衛
星
を
打
上
げ
る
能
力
を
有
し
、

打
上
げ
価
格
の
低
減
を
目
指
す
も
の
で
、

６
号
機
で
初
め
て
の
打
上
げ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

６
号
機
で
は
打
上
げ
の
前
に
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
「
Ｃ
Ｆ
Ｔ
（
第
１
段

実
機
型
タ
ン
ク
ス
テ
ー
ジ
燃
焼
実
験
）」

と
呼
ば
れ
る
試
験
を
７
月
23
日
（
水
）

か
ら
７
月
24
日
（
木
）
に
か
け
て
実
施

し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
と
は
、
機
体
を
発

射
台
に
固
定
し
た
状
態
で
行
う
燃
焼
試

験
の
こ
と
で
、
打
上
げ
当
日
と
同
じ
手

順
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
射
点
に
移
動
し
て
推

進
薬
を
充
填
し
、
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
試
験

を
行
い
、
ロ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
地
上
設
備

の
機
能
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
試
験

は
計
画
通
り
終
了
し
、
今
後
は
取
得
さ

れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
後
の
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
活
躍
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開

　
　
　

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　　
７
月
13
日
（
日
）
に
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
特
別
公
開
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
天
の
た
め
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
水
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
＆
打
上
げ
体

験
と
、
は
た
ら
く
く
る
ま
展
は
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

今
回
は
、

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ

ロ
ケ
ッ
ト

最
終
号
機

の
打
上
げ

が
直
近(

６

月
29
日)

だ
っ
た
こ

と
を
受
け
、

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
に
関
連
し
た
設
備

を
巡
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ス
ツ
ア
ー
や
、

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
関
係
者
に
よ
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
講
演
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

の
折
り
紙
式
の
謎
解
き
等
と
い
っ
た
、

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
企
画
を

多
数
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
鹿
児
島
海
上
保
安
部
主
催

の
「
種
子
島
灯
台
一
般
公
開
」
イ
ベ
ン

ト
の
同
日

開
催
や
、

関
係
企
業

に
よ
る
出

展
、
地
元

飲
食
店
に

よ
る
出
店

を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

油
井
宇
宙
飛
行
士
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在

油
井
宇
宙
飛
行
士
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在

　
　
　
　
　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ク
ル
ー
に
指
名

　
　
　
　
　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ク
ル
ー
に
指
名
‼‼

　　

油
井
亀
美
也
宇
宙
飛
行
士
が
搭
乗
す

る
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
宇
宙
船
（
Ｃ
ｒ
ｅ

ｗ
11
）
が
日
本
時
間
の
２
０
２
５
年
８

月
１
日
（
金
）
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
油
井
宇
宙
飛
行
士
は
、
２
０
１
５
年

に
第
44
・
45
次
長
期
滞
在
ク
ル
ー
の
フ

ラ
イ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
１
４
２

日
間
滞
在
し
て
お
り
、
今
回
が
自
身
２

度
目
の
宇
宙
飛
行
と
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｓ

Ｓ
長
期
滞
在
ク
ル
ー
と
し
て
、
日
本
実

験
棟
「
き
ぼ
う
」
を
含
む
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
各

施
設
の
維
持
・
保
全
、
科
学
実
験
な
ど

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｓ
や
「
き
ぼ
う
」
の
中
で
実
際

に
活
動
す
る
の
は
宇
宙
飛
行
士
で
す

が
、
過
酷
な
環
境
で
あ
る
宇
宙
の
中
で
、

様
々
な
実
験
や
作
業
を
安
全
か
つ
快
適

に
行
う
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
が
地
上
か
ら
支
え
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は８月４日現在）

センターセンター
ニュースニュース

宇宙宇宙
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透
析
に
つ
い
て

透
析
に
つ
い
て

　
公
立
種
子
島
病
院

　
　
　
　
　
　
臨
床
工
学
士
　
西
　
善
廣

　
透
析
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
透
析
治
療
を

こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
に
加
え
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
透
析
治
療
に
は
主
に
腹
膜
透

析
と
血
液
透
析
と
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
腹
膜
透
析
は
自
宅
、
職
場
で
行
う
こ
と
が

で
き
、一
般
的
に
毎
日
数
回
、ご
本
人
ま
た
は
、

補
助
の
人
と
共
に
行
い
ま
す
。
血
液
透
析
は

一
般
的
に
１
週
間
に
３
日
病
院
に
通
っ
て
頂

き
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

透
析
治
療
で
方
法
を
選
べ
る
場
合
で
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
血
液
透
析
治
療
を
選
択
し

て
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

　

透
析
治
療
と
は
病
気
な
ど
に
よ
り
ご
自

身
の
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
き
た
分

を
補
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
こ
の
治
療
で
も
本
物
の
腎
臓
に
は
敵

わ
ず
、
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
透
析
治
療
を
う
け
な
が

ら
不
足
分
を
ご
自
身
で
も
日
常
生
活
を
工

夫
し
て
補
っ
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
腎
臓
は
主
に
体
内
で
不
要
に
な
っ
た
も
の

と
身
体
に
と
っ
て
過
剰
な
水
分
を
尿
と
し
て

体
外
に
捨
て
て
い
ま
す
。
腎
臓
が
悪
く
な
る

と
こ
の
働
き
が
不
十
分
と
な
り
体
内
で
不
要

物
、
不
要
な
水
の
蓄
積
が
生
じ
て
身
体
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
起
こ
し
健
康
を
害
す
た

め
、
透
析
治
療
で
こ
れ
ら
不
要
物
、
過
剰
な

水
分
を
体
外
へ
除
去
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
除
去
で
も
完
全
で
は
な
い
た
め
不
要
物
の

発
生
量
と
過
剰
に
な
る
水
分
を
減
ら
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
食
事
の
内
容
、
お

茶
な
ど
の
水
分
の
摂
り
方
を
病
院
の
指
導

に
従
っ
て
工
夫
し
て
頂
く
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
病
状
に
合
わ
せ
て
お

薬
も
使
用
し
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
も
身
体

の
状
態
を
安
定
さ
せ
る
た
め
病
院
の
指
導

に
従
っ
て
頂
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

　

以
上
の
よ
う
に
透
析
が
必
要
と
な
っ
た

ら
、
透
析
治
療
、
食
事
の
工
夫
、
そ
し
て

薬
の
使
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
身
体
を

動
か
す
事
は
適
度
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
病
状
、
体
調
に
合
わ
せ
た
病
院

の
指
導
に
基
づ
い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
通
院
の
リ
ズ

ム
を
合
わ
せ
て
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
病
状
、
体
調
が
安
定
し

て
い
た
ら
旅
行
な
ど
も
可
能
で
す
。
病

院
と
ご
相
談
の
上
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【９月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 鹿大派遣医師

内科 藤田
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科　 1日～2 日

8 日～ 9 日
○毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科
カメラ検査整形外科

リウマチ科
精神科

○毎週
整形医師

物忘れ
ストレスケア外来

（１７日）

リウマチ科
４日・18 日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 鹿大派遣医師

内科 藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井
三宅

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科 １日～２日

８日～９日
○毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科
カメラ検査整形外科

リウマチ科
精神科

物忘れ
ストレスケア外来

（１７日）

リウマチ科
４日・18 日

午  前

午  後

※ 9/7（日）は当番医
※ 火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。
※ 金曜日の鹿大派遣医師による小児科受診を希望される方は、電話でお問い合わせをお願いします。
※ 夜間、休日は外来対応しておりません。休日は当番医の受診をお願いします。
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広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館

10
周
年
記
念「
体
験
学
習
講
座
」

　
８
月
９
日
（
土
）
に
「
南
種
子
町
の

盆
行
事
を
体
験
し
よ
う
！
～
ミ
ニ
チ
ュ

ア
水
棚
を
つ
く
ろ
う
～
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
國
學
院
大
學
の
石
垣
悟
准
教
授

か
ら
各
地
の
盆
行
事
と
南
種
子
町
の
盆

行
事
に
つ
い
て
、
町
文
化
財
保
護
審
議

委
員
の
向
井
良
隆
さ
ん
よ
り
、
広
田
の

盆
行
事
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
向
井
さ
ん
や
語
り

部
の
方
々
に
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

精
霊
様
を
お
迎
え
す
る
水
棚
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
版
を
作
り
ま
し
た
。

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
10
周
年

を
記
念
し
、
特
別
企
画
展
「
広
田
遺
跡

出
土
品
里
帰
り
展
２
０
２
５
」
を
９
月

15
日
（
祝
月
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

黎
明
館
所
蔵
の
広
田
遺
跡
出
土
品
（
国

重
要
文
化
財
）
の
展
示
に
加
え
、
こ
れ

ま
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
10
年
の
あ
ゆ

み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
期
間

中
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
観
覧
が
無

料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

10
周
年
記
念
特
別
企
画
展

　
「
広
田
遺
跡
出
土
品

　
　
　
　

  

里
帰
り
展
２
０
２
５
」

　

期
間
：
７
月
19
日
（
土
）
～
９
月

　
　
　
　
15
日
（
祝
月
）

　

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

　
　
　
　
　
は
翌
日
）

　
開
館
時
間
：
９
時
00
分
～
17
時
00
分

　
入
館
料
：
企
画
展
期
間
中
無
料

　
問
い
合
わ
せ
先
：
☎
㉔
４
８
１
１

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

令
和
７
年
度
鹿
児
島
県
介
護
の
入
門

的
研
修
受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

介
護
未
経
験
者
で
福
祉
・
介
護
の
職

場
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
、
介
護

に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
勉
強
し
た

い
と
思
わ
れ
る
方
な
ど
向
け
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
本
講
座
は
、
介
護

の
基
本
や
介
護
の
現
場
に
お
い
て
理

解
し
て
お
く
べ
き
必
要
な
知
識
・
技

術
を
学
び
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
。
な
お
、
す
べ
て
の
講
座
を
終
了

す
る
と
、
実
務
者
研
修
、
介
護
職
員

初
任
者
研
修
及
び
生
活
援
助
従
事
者

研
修
課
程
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
活

動
の
実
績
に
も
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
や
ご
不
明
な
点
な

ど
、
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

南
種
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
研
修
期
間
（
３
日
間
）

　
　
10
月
３
日
（
金
）
～
10
月
５
日

　
　
（
日
）

◆
時
間

　
　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

　
　
※
３
日
間
と
も
に
同
じ
時
間　

◆
場
所

　
　
西
之
表
市
民
会
館

◆
募
集
定
員

　
　
20
名
（
先
着
順
）

◆
申
込
締
切
日

　
　
９
月
19
日
（
金
）

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

特
別
企
画
展
「
広
田
遺
跡
出
土

品
里
帰
り
展
２
０
２
５
」
は
９

月
15
日
（
祝
月
）
ま
で

〈体験講座のようす〉

〈水棚ミュニチュア〉
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下

の
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
受
け

取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
令
和
６
年
度
所
得
状
況
な

ど
に
よ
り
支
給
該
当
が
確
認
で
き

た
方
に
対
し
て
、
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
が
９
月
頃
か
ら

は
が
き
型
の
請
求
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

・
老
齢
年
金
受
給
者
の
う
ち
、

①
65
歳
以
上
で
あ
る
、
②
世
帯
員

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で
あ

る
、
③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所

得
額
合
計
が
約
90
万
円
以
下
で
あ

る
、
こ
の
３
つ
を
全
て
満
た
し
て

い
る
方

・
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
の
う
ち
前
年
所
得

額
が
約
４
７
９
万
円
以
下
の
方

◆
請
求
手
続
き

１
．
既
に
年
金
を
受
給
中
の
方
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
９
月
頃
よ
り

請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
と
併

せ
て
は
が
き
形
式
の
請
求
書
を
送

付
し
ま
す
。

※
令
和
８
年
１
月
５
日
ま
で
に
請

求
手
続
き
が
完
了
す
れ
ば
、
令
和

７
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

給
付
金
の
受
給
が
開
始
し
ま
す
。

２
．
年
金
を
新
た
に
受
給
す
る
方

は
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
窓

口
で
請
求
く
だ
さ
い
。

◆
注
意

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

が
、
電
話
で
お
客
様
の
家
族
構
成

や
金
融
機
関
の
情
報
を
お
聞
き
す

る
こ
と
や
手
数
料
な
ど
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

★
「
広
報
誌
コ
ー
ナ
ー
」
あ
り

★
「
広
報
誌
コ
ー
ナ
ー
」
あ
り

ま
す
！

ま
す
！　

　
町
立
図
書
館
で
保
管
し
て
い
る
『
広
報

み
な
み
た
ね
』
を
、
新
し
く
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
し
ま
し
た
。
以
前
よ
り
、
手
に
と

り
や
す
く
、
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

★
話
題
の
あ
の
本
！

★
話
題
の
あ
の
本
！

　
町
立
図
書
館
で
は
、「
直
木
賞
」
や
「
芥

川
賞
」、「
本
屋
大
賞
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
学
賞
に
関
す
る
作
品
を
、
積
極

的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

●
２
０
２
５
年
本
屋
大
賞

　
『
成
瀬
は
信
じ
た
道
を
い
く
』

　
（
宮
島
未
奈
）

　
『
死
ん
だ
山
田
と
教
室
』

　
（
金
子
玲
介
）

　
『
人
魚
が
逃
げ
た
』

　
（
青
山
美
智
子
）

●
第
１
７
２
回
芥
川
賞
受
賞

　
『
Ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ(

デ
ー
ト
ピ
ア)

』

　
（
安
堂
ホ
セ
）

●
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！

２
０
２
５

　
『
地
雷
グ
リ
コ
』

　
（
青
崎
有
吾
）
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こ
の
人
骨
（
Ｄ
Ⅲ
地
区
２
号
人

骨
）
は
、
他
の
人
骨
と
違
う
特
徴

を
も
つ
た
め
、特
別
な
人
物
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
人
物
は
成
人
男
性
で
す
が
、
女

性
が
身
に
つ
け
る
貝
製
装
身
具
で

着
飾
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
、
そ

の
骨
は
女
性
の
よ
う
に
華き
ゃ
し
ゃ奢
で
頭

の
骨
を
み
る
と
、
額
の
真
ん
中
が

丸
く
平
た
く
な
っ
て
い
て
頭
の
ふ

く
ら
み
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
人
物

は
、
Ｄ
Ⅲ
地
区
２
号
人
骨
だ
け
で

あ
り
、
研
究
者
は
、
男
性
と
女
性

の
両
方
の
性
の
力
を
持
つ
双
性
の

巫み

こ女
、神か
み
び
と人
、呪じ
ゅ
つ
し師
の
よ
う
な
存
在
、

「
双そ
う
せ
い性
の
巫ふ

」
と
推
測
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
腕
で
手
を
組
み
、
立
て

膝
を
す
る
と
い
う
独
特
な
姿
勢
で

埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
広
田
遺
跡
で

も
こ
の
Ｄ
Ⅲ
地
区
２
号
人
骨
だ
け

が
こ
の
姿
勢
で
埋
葬
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
広
田
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
貝
製
品
の
約
４
分
の
１
に
あ

た
る
、
１
万
点
以
上
の
貝
製
装
身

具
を
身
に
着
け
て
い
て
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
広
田
遺
跡
で
し
か
出
土

し
て
い
な
い
、
こ
の
遺
跡
独
特
の

も
の
で
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
特
別
な
人

物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
な
広
田
人
（
Ｄ
Ⅲ
地
区
２
号
人
骨
）

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

羽
は む

牟　紡
つ む ぐ

玖くん
令和 3 年 10 月 10 日生まれ
秀平さん・瑛子さんの男の子（上中）

のりもの大好き！工事現場はワクワクがいっぱ
いでカッコいい〜が止まりません。お姉ちゃん
と、アイドルのダンスを踊る姿にパパもママも
ニヤニヤが止まりません♡紡玖〜いつも楽しい
時間をありがとうね。

ご家族からひとこと

大
おおさき

﨑　仁
に な

愛ちゃん
令和 3 年 9 月 5 日生まれ
琢馬さん・真愛さんの女の子（上中）

可愛いものが好きでプリンセスに憧れるにな
ちゃん。お手伝いもたくさんしてくれて頼りに
なる優しいお姉ちゃん。みんなになの笑顔が大
好きだよ♡これからも元気いっぱい楽しく過ご
そうね。

ＤⅢ地区２号人骨
（写真提供：鹿児島県歴史・美術センター黎明館）

～
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
10
周
年
記
念
～

　

令
和
７
年
度
は
、
広
田
遺
跡
・
広
田
遺
跡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
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（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

山や
ま
ご
し越　
悠ゆ
う
ま稀
（
拓
也
・
綾
乃
）　　
　
上
中

戸と

は破　
穂ほ
の
か香
（
健
太
朗
・
亜
里
沙
）   

上
中

西に
し
ぞ
の園　
兆き
ざ
し　

 （
浩
郎
・
朱
里
）　　
　
島
間

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　7月31日現在
総人口（ 人 ） 5,125（－ 3）

男（ 人 ） 2,592（＋ 1）
女（ 人 ） 2,533（－ 4）

世帯数（ 戸 ） 2,876（＋ 2）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

7 月 0 件 28 件
累 計 2 件 171 件

※累計は令和 7 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所
７ 日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係

21 日
家庭の日

14 日
赤米フェスタ（総社市） 各小学校運動会（中平小除く）
南種子中学校体育祭 第77回県民スポーツ大会 陸上競技

17 水 女性がん検診 13：00～　生きがい活動室 23 火 第77回県民スポーツ大会 ゴルフ競技

20 土
青少年育成の日 28 日 中平小学校運動会

第77回県民スポーツ大会 総合開会式・ソフトボール・テニ
ス・グラウンドゴルフ

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　8月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 2（＋ 2） 1（＋ 1） 1（＋ 1）
中種子町 2（－ 2） 0（－ 1） 4（＋ 1）
西之表市 4（± 0） 1（＋ 1） 4（± 0）

計 8（± 0） 2（＋ 1） 9（＋ 2）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
7
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

長
田　
英
利
（
母
・
美
江
子
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
7
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話
7 公立種子島病院 南種子町 26-1230
14 種子島医療センター 西之表市 22-0960
15 種子島医療センター 西之表市 22-0960
21 田上診療所 中種子町 27-0325
23 種子島医療センター 西之表市 22-0960
28 百合砂診療所 西之表市 28-3901

9 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

寺
田　
稔　
　
　
　
71　
　
　
上
中

中
島　
元
一
郎　
　
91　
　
　
長
谷

向
井　
フ
ク　
　
　

104　
　
　
平
山

有
馬　
泰
子　
　
　

101　
　
　
長
谷

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店
7 種子島石油（株）　南種子給油所
14 （有）船川石油店　南種子給油所
21 （有）永松産業　南種子給油所
28 （株）GLOBAL  THINK  南種子給油センター

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

９
月
30
日
（
火
）
は

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の

納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

【のるーと専用アプリ】

のるーとに乗
の

るっど！

予約は専用アプリが便利！
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発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 情

報
政

策
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/

み
な
み
た
ね

み
な
み
た
ね

広
報
広
報

99

広報みなみたねに
有料広告を

掲載しませんか？
■広告月額
　１枠　10,000 円
■掲載場所
　広報紙裏表紙の
　カラーページ
■掲載サイズ
　縦 12.5cm ×横 5.5cm
※このお知らせの枠が１枠
　の実寸になります。
■申込締め切り
　掲載号の前月５日まで

　詳しくは、役場企画課情報
政策係までお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ先
　役場企画課　情報政策係
　☎㉖１１１１（内線１７２）

研修センター壁面
有料広告募集中‼
■広告月額
　１枠　10,000 円 / 月
■掲載場所
　研修センター屋外壁面

※看板はご自身で準備し
ていただきます。

■申込締め切り
　掲載月の前月５日まで

※詳しくは問い合わせください。
■問い合わせ先
　役場企画課　情報政策係
　☎㉖１１１１（内線１７２）

お
詫
び
と
訂
正

　

町
広
報
紙
「
広
報
み
な
み
た
ね
」
令
和
７
年
８
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
記
事
（
12
ペ
ー
ジ
）

　
①
こ
れ
ま
で
、
２
０
０
０
件
超
の
分
娩  

→  

３
２
０
０
件

　
②
副
院
長 

森
元
大
樹
（
も
り
も
と
だ
い
き
）
→  

も
り
も
と
た
い
き

　
③
【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
】  

日
時
：
第
１・３
木
曜
日  

→  

火
曜
日 

　
④
【
産
後
ヨ
ガ
】
※
赤
ち
ゃ
ん
（
１
歳
ま
で
）
→ 

３
歳
ま
で

　
⑤
【
産
後
ヨ
ガ
】
日
時
：
第
２・４
木
曜
日  

→  

火
曜
日
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